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③路上工事による交通への影響の低減

■路上工事に伴う交通渋滞の緩和や通行阻害の改善を図るため、共同施工による工
事量の縮減、年末年始・地域のイベント期間での路上工事の抑制等により、路上
工事時間の縮減を推進します。

■また、路上工事の影響を面的かつ簡易にモニタリングできる仕組みを検討します。

・平成２３年度での年間路上工事時間は平成１４年度比で５５％減

【共同施工の取組の例】 【年間路上工事時間の推移】
全国、直轄国道（時間/km・年）

○複数の工事が同一区間に予定されている場合、同時期に共同で施工することで工事日数を削減

④「次世代ＩＴＳ」の推進

■ＩＴＳスポット参４等の道路インフラからの情報と自動車の個別制御を組み合
わせた交通流円滑化システムを実用化するための検討を進めます。また、そ
の成果を自動運転の実現に向けた検討に活用します。

■プローブ情報参５等の活用や、各道路管理者が保有する道路交通情報の共有強
化により、道路管理の効率化を図ります。

・高速道路に加え国道（国管理）へＩＴＳスポットを展開
・都市間高速道路ではサグ部（勾配の変化地点）等で渋滞の約６割が発生
・我が国の優れたＩＴＳ技術の国際展開についても戦略的に推進

参４：ダイナミックルートガイダンス（広範囲の渋滞データを配信し、カーナビが賢くルート選択するサービス）や安全

運転支援、ＥＴＣなどのサービスを提供するための路側の無線装置

参５：走行している自動車から収集される速度や位置などの情報

201

91

0

50

100

150

200

250

H14 H23

時間/km・年

55％減夏にガス工事

秋に水道工事

同時期に施工を行い、
工事日数を削減

サグ部

センサー
（ITVカメラ等）

情報提供装置
（ITSスポット等）

スムーズな加速

適切な車間距離の維持
空いた走行車線への
車線変更を促す

○サグ部等の渋滞緩和に向けて実証実験を実施

－道路インフラから詳細な道路交通状況等の情報を提供

－自動車のACC（車間距離制御システム）も活用

〈交通流円滑化システムのイメージ〉【交通量円滑化システムのイメージ】
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⑤道路分野における海外展開

■アジア諸国等における著しい経済成長を日本が取り込み、成長していくため、

相手国のニーズを踏まえた案件の発掘・形成を強化するとともに、モデルプ

ロジェクトの実施、セミナー開催、国際標準化に向けた活動等を実施します。

■これら取組により、日本の技術の採用等を相手国政府に働きかけ、海外のイ

ンフラビジネスに参入する日本企業を支援していきます。

【海外プロジェクト獲得に向けた取組事例】

【インドネシアにおける道路プロジェクト】

第２チカンペック
高速道路の整備

ジャカルタ東方工業地域の
道路網の整備

チラマヤ新港への
アクセス道路の整備

新空港への
アクセス道路の整備

第２外環の整備

ジャカルタ首都圏における
ITSの導入

ジャカルタ首都圏における
道路網の改善

※JICA「ジャカルタ首都圏投資促進特別地域（MPA）
マスタープラン調査」技術委員会配布資料より

道路建設・管理

運営事業への

日本企業の進出

ITS、道路技術等

の相手国での採用

案件発掘・形成

モデルプロジェクト

セミナー開催

技術やノウハウ等
の国際標準化

働きかけ

【モデルプロジェクトのイメージ】

○道路維持管理システム

橋梁や舗装等の分野における点検および
アセットマネジメントに関するシステム

○ITS（道路交通情報システム）

プローブカーやスマートフォンを活用する
ことで、渋滞情報や事故危険箇所等の
データ収集及び提供を行うシステム

等

タクシープローブ等

情報収集

[ ITS ( 道路交通情報システム ) の例 ]

赤色表示：渋滞箇所
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Ⅲ．暮らしの安心・地域活性化
( １) 生活空間の安全確保・質の向上
①効果的・効率的な交通事故対策の推進
■幹線道路では、事故ゼロプラン参６など、市民参加・市民との協働のもと効果的
・効率的に事故対策を推進するなど、事故の危険性が高い箇所等について重点
的に対策を実施します。

■生活道路では、通過交通の抑制、車両速度の抑制等の面的かつ総合的な事故抑
止対策を推進するとともに、市街地等において実施される面的な速度規制と連
携した車道幅員の縮小・路側帯の拡幅による歩行空間の確保を推進します。

②通学路における交通安全の確保
■通学路について、学校、道路管理者、警察が連携し保護者、地域住民等の協
力も得て実施した緊急合同点検の結果等を踏まえ、歩道整備や防護柵の設置
等により、安全な歩行空間を確保する取組を推進します。

■併せて、通学路の安全確保に資する自転車通行空間の確保、無電柱化、ユニ
バーサルデザイン等の関連する施策を推進します。

・点検学校数：20,160校
・点検実施箇所数：80,161箇所
・対策必要箇所数：74,483箇所

うち道路管理者分
対策必要箇所：46,017箇所
うち対策済 ：10,434箇所
平成24年11月30日現在

緊急合同点検の結果

【事故ゼロプランの取組】

直進阻害による
追突事故が多発

対策前 対策後

２．０ｍ ４．０ｍ ２．０ｍ

【生活道路における対策】

【通学路対策の流れ】 【公表された対策箇所図の例（和歌山市）】

学校、道路管理者、警察、
保護者等による合同点検

要対策箇所の抽出

学校、道路管理者、警察、保護
者、利用者団体等による検討

対策案の策定・公表

対策の実施

危険箇所
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⑤地域を支える生活幹線ネットワークの形成

■医療や教育などの都市機能を有する中心地域への安全で確実な移動を実現す
るため、現道拡幅等による隘路の解消と道路網の整備を支援します。

○地域の集約化のため、都市機能を相互補完する道路網の整備を支援
○生活圏の中心部への道路網や救急活動に不可欠な道路網の整備を支援
○現道拡幅及びバイパス整備等による隘路の解消を支援
○災害発生時の救援活動等を支える道路網の整備を支援

⑥沿道環境の改善
■長年、環境基準を達成していない地域等を中心に、沿道環境の早期改善を図
るため、バイパス整備や交差点改良等のボトルネック対策や遮音壁の設置等
を推進します。
・自動車排出ガス測定局においてＮＯ２の環境基準の達成率が向上

（Ｈ１８：９１％→Ｈ２２：９８％）

・自動車騒音の常時監視地域において騒音の環境基準の達成率が向上

（Ｈ１８：８５％→Ｈ２２：９１％）

＜騒音対策＞ ＜大気質対策＞ ＜大気汚染物質( NOx )と走行速度の関係＞

（遮音壁 [第二京阪道路]） （交差点立体化 [国道２号]）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

20 40 60 80
平均走行速度(km/h)

NO
x排
出
量
(g
/k
m
)

1.68

1.09
0.87

1.10

＜路線バスの安全な運行
に支障のある箇所＞

＜救急車のスムーズな
走行ができない箇所＞

＜生活幹線ネットワークの整備イメージ＞

＜災害時に崩落の恐れのある箇所＞

都市機能を相互補完する
道路網の整備

Ｂ 町

Ａ 市

Ｃ 村

バイパスの整備

隘路の解消

現道拡幅

医療施設

医療施設

教育施設
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（参考資料）
○構造物ストック量（橋梁）

○維持・更新に関する検討体制

注）平均年齢は、建設年度が把握されている施設の平均

1,000 500 0 500 1,000
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5
0

ストックピラミッド

高速道路会社 国

平均年齢：29年 平均年齢：35年
（橋）

（年）
（橋）

6,000 4,000 2,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000
95
90
85
80
75
70
65
60
55
50
45
40
35
30
25
20
15
10

5
0

ストックピラミッド

都道府県・政令市 市区町村

平均年齢：38年 平均年齢：35年
（橋）

（年）

（橋）

注）都道府県・政令市の
管理橋梁は、約5万橋が
建設年度不明

注）市町村の管理橋梁は、
約25万橋が建設年度不明

高速道路
会社
2%

国
4%

都道府県
19%

政令市
7%

市区町村
68%

道路管理者別ごとの施設数

橋梁：
約699,000橋

注）この他、古い橋梁など記録が確認できない建設年度不明橋梁が約30万橋ある

(2m以上)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

建設年度別施設数

高速道路会社 国 都道府県 政令市 市区町村
(年度)

(橋)

※2011～2012年度はデータ無し

委員長／部会長／座長

社会資本整備審議会 道路分科会
道路メンテナンス技術小委員会 三木 千壽 東京都市大学総合研究所教授

社会資本整備審議会 技術部会
社会資本メンテナンス戦略小委員会 家田 仁 東京大学教授

国道（国管理）の維持管理等に関する
検討会 （道路局）※H25.3.14 検討会とりまとめ 那須 清吾 高知工科大学教授

首都高速道路構造物の大規模更新のあり方に関する
調査研究委員会 （首都高速道路会社）
※H25.1.15 提言とりまとめ

涌井 史郎 東京都市大学教授

阪神高速道路の長期維持管理及び更新に関する
技術検討委員会 （阪神高速道路会社） 渡邊 英一 京都大学名誉教授

高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する
技術検討委員会 （NEXCO東、中、西） 藤野 陽三 東京大学教授

【省全体】

【道路関係】

【高速道路】（国における検討）

【直轄国道】

首都高速の再生に関する有識者会議
（国土交通省）※H24.9.19提言とりまとめ 三宅 久之 政治評論家

【高速道路】（高速道路会社における検討）

社会資本整備審議会 道路分科会
国土幹線道路部会 寺島 実郎 (財)日本総合研究所理事長

※東日本大震災の被災地域は一部含まず
※都道府県・政令市は、地方道路公社を含む

※精査中
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海老名

利府

飯田山本

沼津

釜石

浪岡

海老名

沼津

飯田山本

大泉 練馬
高井戸
東京

大沼公園

宇和島北

都農都農

浜松いなさ

新清水

海山海山

常磐富岡

南相馬

海老名南

秋田中央

盛岡

仙台宮城仙台宮城

宇都宮
前橋

高崎

長野

横浜町田横浜町田
木更津木更津

甲府昭和

富山

岐阜
羽島
岐阜
羽島

一宮一宮
小牧小牧

名古屋西名古屋西

上社上社

津津

泉佐野泉佐野

堺堺

大和郡山大和郡山

奈良奈良

高松中央高松中央松山

熊本

大分

佐賀
大和
佐賀
大和

根 室 線

網 走 線

弘 前 線

八 戸 線

釜石秋田線

酒 田 線

いわき新潟線

釜 石 市

仙 台 市

いわき市

新 潟 市

相 馬 市

秋 田 市

酒 田 市

新 潟 市

青 森 市

横 手 市

新 潟 市

上 越 市

仙 台 市

館 山 市

水 戸 市

ひたちなか市

富士吉田市

西 宮 市

長 野 市

小 牧 市

砺 波 市

名古屋市

佐 久 市

米 原 市

函 館 市稚 内 市

根 室 市

網 走 市

青 森 市

黒松内町

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

高 崎 市

東 京 都

東 京 都

一 宮 市

東 京 都

静 岡 市

新 潟 市

新 潟 線

上 越 線

館 山 線

水 戸 線

富士吉田線

西 宮 線

長 野 線

中 央 自 動 車 道

東 関 東 自 動 車 道

関 越 自 動 車 道

東 北 横 断 自 動 車 道

東 北 縦 貫 自 動 車 道

北海道横断自動車道

第 一 東 海 自 動 車 道

東 海 北 陸 自 動 車 道

第 二 東 海 自 動 車 道

中 部 横 断 自 動 車 道

北 陸 自 動 車 道

北 関 東 自 動 車 道

常 磐 自 動 車 道

北 海 道 縦 貫 自 動 車 道

日 本 海 沿 岸 東 北 自 動 車 道

東 北 中 央 自 動 車 道

近 畿 自 動 車 道

中 国 横 断 自 動 車 道

九 州 縦 貫 自 動 車 道

九 州 横 断 自 動 車 道

中 国 縦 貫 自 動 車 道

山 陽 自 動 車 道

山 陰 自 動 車 道

四 国 縦 貫 自 動 車 道

四 国 横 断 自 動 車 道

東 九 州 自 動 車 道

成 田 国 際 空 港 線

関 西 国 際 空 港 線

関 門 自 動 車 道

沖 縄 自 動 車 道

伊 勢 線

名古屋大阪線

名古屋神戸線

紀 勢 線

敦 賀 線

姫路鳥取線

岡山米子線

尾道松江線

広島浜田線

鹿 児 島 線

宮 崎 線

長崎大分線

延 岡 線

名古屋市

松 原 市

吹 田 市

吹 田 市

吹 田 市

姫 路 市

岡 山 市

尾 道 市

広 島 市

鳥 取 市

徳 島 市

阿 南 市

北九州市

長 崎 市

御 船 町

北九州市

成 田 市

泉佐野市

下 関 市

名 護 市

名古屋市
伊 勢 市

吹 田 市

神 戸 市

多 気 町

敦 賀 市

下 関 市

下 関 市

鳥 取 市

境 港 市

松 江 市

浜 田 市

美 祢 市

大 洲 市

大 洲 市

鹿児島市

宮 崎 市

大 分 市

延 岡 市

鹿児島市

成 田空 港

関西空港

北九州市

那 覇 市

路 線 名 起点 終点 路 線 名 起点 終点

（イ）高速自動車国道 （ロ）一般国道自動車専用道路

日 高 自 動 車 道
深 川 ・ 留 萌 自 動 車 道
旭 川 ・ 紋 別 自 動 車 道
帯 広 ・ 広 尾 自 動 車 道
函 館 ・ 江 差 自 動 車 道
津 軽 自 動 車 道
三 陸 縦 貫 自 動 車 道
八 戸 ・ 久 慈 自 動 車 道
首都圏中央連絡自動車道
中 部 縦 貫 自 動 車 道
能 越 自 動 車 道
伊 豆 縦 貫 自 動 車 道
三 遠 南 信 自 動 車 道
東 海 環 状 自 動 車 道
京 奈 和 自 動 車 道
西 神 自 動 車 道
京 都 縦 貫 自 動 車 道
北 近 畿 豊 岡 自 動 車 道
尾 道 ・ 福 山 自 動 車 道
東 広 島 ・ 呉 自 動 車 道
今 治 ・ 小 松 自 動 車 道
高 知 東 部 自 動 車 道
西 九 州 自 動 車 道
南九州西回り自動車 道
那 覇 空 港 自 動 車 道
本 州 四 国 連 絡 道 路

（神戸・鳴門ルート）
（児島・坂出ルート）
（尾道・今治ルート）

苫小牧市
深 川 市
旭 川 市
帯 広 市
函 館 市
青 森 市
仙 台 市
八 戸 市
横 浜 市
松 本 市
輪 島 市
沼 津 市
飯 田 市
豊 田 市
京 都 市
神 戸 市
宮 津 市
豊 岡 市
尾 道 市
東広島市
今 治 市
高 知 市
福 岡 市
八 代 市
那覇空港

神 戸 市
早 島 町
尾 道 市

浦 河 町
留 萌 市
紋 別 市
広 尾 町
江 差 町
鰺ヶ沢町
宮 古 市
久 慈 市
木更津市
福 井 市
砺 波 市
下 田 市
浜 松 市
四日市市
和歌山市
神 戸 市
京 都 市
丹 波 市
福 山 市
呉 市
西 条 市
安 芸 市
武 雄 市
鹿児島市
西 原 町

鳴 門 市
坂 出 市
今 治 市

路 線 名 起 点 終 点

供 用 区 間

事 業 中

計 画 中

供 用 区 間

一般国道自動車専用道路

高速自動車国道に並行する一般国道自専道

高速自動車国道

凡 例

供 用 区 間

整 備 計 画 区 間

基 本 計 画 区 間

予 定 路 線 区 間

事 業 区 間

年度新規供用区間

25年度新規供用区間

25年度新規供用区間

25

平成25年度供用

東九州自動車道
苅田北九州空港～行橋 9km

山陰自動車道に並行

仁摩･温泉津道路 6km
一般国道9号

山陰自動車道に並行
一般国道9号
名和･淀江道路 4km

一般国道9号中国横断自動車道尾道松江線

吉舎～三次東JCT 10km

山陰自動車道に並行

中山･名和道路 4km

山陰自動車道に並行
一般国道9号

鳥取西道路 2km

一般国道55号
香南のいち～

京奈和自動車道

紀北かつらぎ～打田 13km

高知東部自動車道

香南かがみ 2km

一般国道24号

近畿自動車道紀勢線に並行

熊野尾鷲道路 14km
一般国道42号

近畿自動車道紀勢線
海山～紀伊長島 15km

伊豆縦貫自動車道

三島塚原～大場･函南3km
一般国道1号

首都圏中央連絡自動車道
一般国道468号

相模原愛川～高尾山 15km

常磐自動車道に並行
一般国道47号

2km仙台北部道路

三陸縦貫自動車道

陸前高田～通岡 4km
一般国道45号

日本海沿岸東北自動車道に並行
一般国道7号

大館西道路 2km

･

日本海沿岸東北自動車道
大館市商人留～

14km小坂JCT

八戸 久慈自動車道
一般国道45号
八戸JCT～八戸是川 5km

香南のいち～
一般国道55号

九州横断自動車道延岡線
嘉島JCT～小池高山 2km

平成24年度末時点の高規格幹線道路網図に、
平成25年度新規供用箇所を旗揚げ

( 平 成 2 5 年 度 供 用 予 定 )

－３４－－３３－



- 35 -



- 36 -



����

���

�	


���


�


���

N

�������	


��	
���
��������� ����
�� !"
# �$%&'(

)*+,-���	

��	
�.�
/012��

34���� �
 ��

�53���	

��	 
�
678�9):;<= 
��

�53���	

��	 
�
9):;<=�>4 �.��

�
�
�

�

�

�
�

�

��
�

�

�

�
��

�
�
 

!
"
� #

$

%

�

�

&

'

	
�

�

�

��

�

�

�

�

�




�

�

�

�

�

�

�

�

(

�

�

�

�

�

�

)
*
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

+

�
�

�

,�-

-

.

.

�
/

0 01 23 4 5 6 7



�

2
3
4�	�5

�
2

	
7

2

,8
�
���

� 9�
�

�
0)

��

���

����
	


��


�

����

��

��

��

��

��

���

���

��

����

	

����

����

�� 

�!�

"#

$�

���

��

%&

��'

(
)

(
��

*+

,-)

� .
/)0123

45

67

8679:

;�

�	:;<=>���?

< =< @AB

? @ A

B C A

% & D EF�� ."GHI

J K

� �  ! " G L M % & D E

� �  
 " G L M % & D E

- 37 -



- 38 -



- 39 -




